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令和４年度 第２回総合教育会議 

                      日時：令和４年１１月２９日（火） 

                      於 ：西宮市役所本庁舎８階 

                         特別会議室 

開会 午後２時００分 

〇事務局  それでは、総合教育会議を始めさせていただきます。 

 まず初めに、市長から御挨拶を申し上げます。 

〇石井市長  皆様、こんにちは。お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがと

うございます。令和４年度の第２回目の総合教育会議ということでございますけれど

も、まずは学校現場で日々御対応いただいておりますこと、感謝申し上げます。 

そして、今日は昨今話題となっております部活動の段階的な地域移行に向けてと

いうことをテーマに、皆様方と認識合わせというかですね、議論をしていきたいなと

思っております。実は、私も深くは理解をしておりませんでして、文部科学省から提

言、検討会などが行われて、来年以降順次、地域に移行するというような方針のよう

ですけれども、そして西宮市教育委員会は先んじていくつかの取組をしていただいて

いるということで、そのことについてもまず共有をしていきたいというのが一つと、

それからこの地域移行と一言で言いますけれども、では、この部活動ってそもそも何

のためにあるのだろうかとか、そしてこの部活動を地域移行することによって解決し

たい課題は何だろうか、そしてその目指す目的はどういうところであろうかと、こう

したことをとても大きなテーマでもありますんで、今日は皆様方と議論すると。 

加えて、今日は産業文化局長も陪席いただいておりますが、地域のスポーツ団体、

それから文化団体、こういったようなことが市長部局のほうで今、マネージしている

ところでもありますが、そういう中で、このことは教育委員会のことだけではなく地

域全体、市全体に関わることでもありますので、総合教育会議として適したテーマと

いうふうに考えております。まずは、教育委員会のほうから説明をいただいて、そし
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て皆様との意見、議論を深めてまいりたいと思います。 

それでは、教育委員会からの説明を、まずよろしくお願いいたします。 

〇事務局  本日は市長からもございましたが、休日の部活動の段階的な地域移行に

向けてということで、少し御説明をさせていただきます。 

 まず、現在ですね、スポーツ庁と文化庁は令和５年度から７年度末を目途に休日の

運動部活動と文化部活動を地域に移行するという方向性を打ち出しております。本市

では、部活動の地域移行を進めるに当たっての課題や必要な準備等を明確にするため

に、令和３年度よりスポーツ庁からの委託を受けて２つの実践研究を進めております。

本日は、その実践研究の様子と休日の部活動の地域移行に向けて、現段階での構想に

ついて御説明をさせていただきます。あくまで構想ですので、これから協議会を立ち

上げて、これについては検討していくということについてはお含みおきください。 

 それでは、まずお手元にあるＡ４版の１枚もののペーパーで、運動部活動の地域移

行に関する検討会議提言（令和４年６月６日）の概要、スポーツ庁のものをお出しい

ただけるとありがたいのですけれども、お手元にございますでしょうか。ではそれを

見られる形にしていただけますでしょうか。ここにですね、全体的な今、国の方向性

というものがまとまっておりますので、まずはこの内容について少し確認をしてまい

りたいと思っております。 

右上を御覧ください。課題というところです。近年、特に持続可能性という面で、

この部活動が厳しさを増しており、中学校生徒数の減少が加速化するなど深刻な少子

化が進行している。また、競技経験のない教師が指導せざるを得なかったり、休日も

含めた運動部活動の指導が求められたりするなど、教師にとっても大きな業務負担に

なっているというようなことが挙げられております。 

 本市においても、やはり同様の少子化による部活動でチームが組めなくなってきて

いるとか、それから教員の働き方の問題ということが出てきております。 

それから目指す姿というところを御覧ください。ここでは、少子化の中でも将来
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にわたり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保、こ

のことは学校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上するであろうと。そして、

スポーツは自発的な参画を通して楽しさ、喜びを感じることに本質があると。自己実

現、活力のある社会との絆の強い社会づくり、部活動の意義の継承・発展、新しい価

値の創出というようなことが目指す姿としてうたわれております。 

 それで、その下ですね、改革の方向性というところを御覧ください。まずは休日の

運動部活動から段階的に地域移行していくことを基本とすると。目標の時期として令

和５年度の開始から３年後の令和７年度末を目途とするということ。それから平日の

運動部活動の地域移行、これはできるところから取り組むということが考えられる。

休日の地域移行の進捗状況等を検証して、更なる改革を推進していくというあたりが

示されています。 

 一番下には、課題への対応ということで、ここに挙がっているような項目が課題と

して新たなスポーツ環境であるとか、大会、スポーツ団体等、会費や保険はどうする

んだ、スポーツの指導者はどうして確保するんだ、学習指導要領との整合性はどうな

んだと、施設面ではどうしていくんだというようなことが挙げられております。 

 もう１枚ですね、文化庁の同じような提言、これは今年の８月９日に出たものです

けれども、ほぼ同じような内容について、文化部の状況から書かれているものでござ

いますので、これは御覧おきいただけたらと思っております。 

 これらの提言を受けまして、スケジュールの矢印にもありますけども、令和５年度

から７年度末と、３年間を改革の集中期間というふうにしてですね、全国展開をして

いくということが示されております。 

 では、資料のほうにお戻りいただきまして、西宮市内の状況についてグラフで少し

まとめておりますので、概要を見ていただけたらと思います。 

 左は部活動の数でございます。大きな変化はしていないんですけれども、右側の入

部の生徒数という部分では若干、右肩下がり、生徒数も全体的に少なくなってきてい
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るという状況が見てとれます。全体で、市内の生徒の８７．２％が現在、部活動に加

入している状況でございます。 

 続きまして、市内の状況で、主に休日に活動している部活動の、部活動ごとの部員

数、それから部活動数を示したものでございます。これは競技とか活動によって部員

数とか部活動の数に大きな差があるということが見てとれるかと思います。グラフの

生徒数から、かなりその競技によって、陸上なんかは多いですけども、柔道、剣道あ

たりは少し少ないかなとか、バスケットボール、サッカーあたりは多いかなというよ

うなことが見てとれると思いますし、赤い丸が部活動の数ですので、これもやはり部

活動によってかなり差があるということが見てとれるかと思います。このような市内

の部活動の状況を踏まえて、今後の地域移行の姿を考える必要があるというふうに考

えております。 

 国からはこのような改革のスケジュールが示されております。そのうち、赤の囲み

で示させていただいた実践研究というところで、西宮は取組を進めております。 

現在の実践研究について、具体的に御説明申し上げます。まず、改革の方向性と

して持続可能な部活動、それから教師の負担軽減を実現できる改革が必要ということ

で、まず休日の部活動の段階的な地域移行という取組を西宮浜義務教育学校で令和３

年度から研究を進めております。加えて、合理的で効率的な部活動の推進と、他校と

の合同部活動の推進ということで、浜甲子園中学校、鳴尾南中学校、高須中学校、３

つの中学校で合同した部活動の研究も令和３年度から進めております。 

まず、休日の部活動の地域移行ということで、西宮浜の状況から御説明します。

趣旨としてはこのような形で、生徒及び教師にとって持続可能な部活動の在り方を模

索していくということを目的にしております。西宮浜の課題としまして、やはりその

生徒数が減少しているということ、持続可能な部活動の体制を作っていく必要がある

ということ。加えて、生徒が地域でスポーツ活動ができるような場所を保障していく、

こういうことが必要であるというような環境もありまして、西宮浜地区において学校
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と連携した研究を進めようということになりました。 

令和３年度と令和４年度で少し研究の中身が違います。大きく申し上げると、令

和３年度は、年間のうち１０日間の休日に地域指導者、それから地域団体の方に学校

に来ていただいて、学校の部活動に顧問と一緒に指導していただく、そういう形の研

究を行いました。教員のほうは兼職、兼業の手続を経て、同じ地域指導者として指導

に携わりました。そのような研究を進めております。 

教員対象にしたアンケートでは、効果として教職員の負担の軽減、地域の活性化

や地域と一体になった教育ができたというようなことも挙がっております。逆に、課

題としては安全面、人材の確保、それから先生方が一番課題と感じられていたのは連

携の部分で、指導方法とか部活動に対する考え方、生徒指導への対応など、様々な面

で連携について課題があるかなというふうに感じられておりました。 

続いて、生徒・保護者へのアンケート結果ですけれども、おおむね良い評価が得

られているかと思います。実際には、令和３年度はですね、地域指導者に学校に来て

いただいて、もともと顧問である教員の地域指導者と一緒に行っておりますので、あ

まり子供からしたら状況は変わっていないというようなところで、地域から専門的な

方も来ていただいたということでより高度なことが学べるというような部分、逆に指

導者によって同じ内容でも教え方が違うなというところも出ております。保護者から

も同様のことが出ております。 

令和３年度の実践研究から成果と課題としては、このような内容が挙がっており

ます。１つ目には教員の負担軽減を図ることができたというところでございます。地

域指導者に指導に入っていただくことで、教員もこれまでより気兼ねなく休日をとる

ことができたという感想もございました。２つ目は、地域と連携した活動ができたと

いうようなこと、それから３点目、救急時を想定して看護師の配置ということも研究

費の中から行ったんですけれども、費用対効果の面では少し効果は薄かったかなとい

うことも分かりました。逆に課題としまして、活動に伴う経費の問題、それから受益
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者負担をどう考えていくかというようなこと、それからやはり指導者のあり方につい

てということで課題も出ました。 

少し子供たちというか部活動の様子を見ていただけたらと思うんですが、左側、

サッカー部ですけれども、教員と地域指導者が一緒になって指導しております。右の

卓球部のほうはスポーツクラブ２１の指導者の方が指導に加わっていただいて、専門

性の高い指導を受けることができました。 

続いて、陸上競技部です。部活動指導員も務めるこの真ん中の指導員が地域のス

ポーツ団体の指導者でもあるんですけれども、この指導者が入ることによって充実し

た活動を行うことができました。右側がですね、左のこの部活動指導員の方が主宰を

している西宮浜アスレチッククラブという地域のスポーツの団体なんですけれども、

小学生からこういうふうにスポーツに取り組むような環境も西宮浜にはございます。

そのような環境を生かした休日部活動の地域移行の姿を模索しております。 

続いて、令和４年度の実践研究についてでございます。令和４年度は令和３年度

と異なりまして、子供たちが地域のスポーツクラブ２１とか西宮浜アスレチック教室

のほうに出ていきまして、そこに入って活動をするという取組を行いました。教員の

ほうはやはり兼職、兼業という形の立場で地域指導者として参加する、そのような形

を取りました。 

西宮浜におけるスポーツ環境としては、学校の部活動としてこの青色のものがあ

るんですけれども、ここに地域のスポーツ環境を重ねていきますと、このオレンジと

か緑になるんですが、重なり合う部分で陸上とかバドミントン、卓球という競技で学

校の部活動と地域とがリンクできるというところで、そのような取組を行いました。 

今後、西宮浜の取組はこの２年間の実践研究で培われました学校と地域団体、ま

た地域指導者の方との連携、これを大切にしながら西宮浜地区の部活動地域移行の姿

を模索してまいりたいというふうに考えております。 

続いて、２つ目の合理的で効率的な部活動の推進について御説明をいたします。
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連携校型合同部活動というふうに呼んでおりまして、半径４００メートルの範囲に立

地しております浜甲子園中学校、高須中学校、鳴尾南中学校の３つの中学校で、自分

の学校にはないけれども、自分のやりたい部活動が３校の中にある場合に、ほかの学

校に行って部活動に参加できたり、また部員の少ない部活動が学校の枠を超えて合同

で部活動ができるように整備をしております。令和３年度は５つの部活動だったんで

すけども、今年度は右下の表にあるような部活動で各校が連携して、合同で部活動を

進めております。 

これにつきましても、アンケート調査をとっておるんですけれども、おおむねよ

かった、賛成というような前向きな回答をいただいております。 

教員、指導者からは成果として、合同により各校の指導に必要な顧問数が減り、

休みをとれる教員ができたことや、自分がその競技の専門でない場合に他校の競技経

験のある顧問が中心となって指導をすることで負担が軽減されたというようなことが

挙がりました。しかし、課題として右側ですけれども、中心となって指導する顧問の

負担がどうしても他校との連絡調整ということで増したということも挙がっておりま

す。生徒、保護者からは、やはり子供の選択肢が広がった、それから練習が充実をし

たというようなことが挙がっております。また、課題もこのように挙がっております。 

こちらは活動の様子です。左側が野球部です、少し帽子が違ったりするんですけ

れども、複数の学校が混ざって活動をしております。右側のサッカー部は２校の校長

先生が見守る中で、大会に参加したときの様子でございます。 

それから、陸上競技部、水泳部、テニス部の様子です。陸上競技部は研究費を活

用して尼崎市のベイコム陸上競技場を借りて、合同で充実した練習もできました。ま

た、水泳部、テニス部もやりたかった活動ができていることに喜びを感じてくれてい

るという様子がございました。 

令和４年度の様子でございます。水泳部のほうは、チームでＴシャツをそろえて

活動をしておったり、またテニス部のほうもユニフォームをそろえて新人戦に臨んだ
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りしております。 

それから、左のサッカー部ですね、サッカー部もエンブレムを新調して、それか

ら野球部のほうはチーム名を自分たちで考えて、ユニフォームを作っております。ま

た、うちわもこういうふうに作ったりしております。令和４年度は新たにバレー部の

活動も始まっております。 

このように、合同の部活動の実践研究も２年目に入りまして、徐々に定着をして

きております。今後の地域移行に向けても、３校は現在の形をベースにしながら進め

ていけるのではないかというふうに考えております。 

では、ここから西宮の部活動の地域移行に向けて、現在構想していることを少し

お話いたします。あくまで現在、教育委員会と市長部局のスポーツ推進課、文化振興

課で検討している素案でございます。今後立ち上げる西宮市部活動地域移行推進協議

会で協議いただくためのたたき台として今、考えていることですので、具体は今後の

検討となるということをお含みおきください。 

まずは、先ほど紹介させていただいた２つの実践研究を踏まえながら、学校の部

活動の地域移行に４つのモデルが考えられるのではないかというふうに考えておりま

す。１つが、単独型ということで、西宮浜をイメージした形で地域との連携をする形、

それから合同型ということで、先ほどの３校の実践研究での連携の形、それから競技

によっては拠点型という形で、大きく学校の枠を超えて拠点に集まって活動をする。

活動している学校が、部活動を設置している学校が少ないような部活動なんかは、そ

ういうところに集まることで指導者の確保、それから子供たちがたくさんの仲間と一

緒に競技ができるというようなことができるのではないかと考えております。それか

ら、最後は完全地域活動ということで、地域のスポーツ団体に子供たちが行って、参

加するというようなことも考えられるだろうということを考えました。 

ですけれども、実際には４つの形が組み合わさったようなことが考えられるのか

なということで、単独型を基本としたイメージでございます。まず、学校がありまし
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て、そこに地域指導者が参加する形、それから場合によっては、活動によっては学校

から拠点校に出ていくような形、それから同じく子供たちが地域団体に出ていくよう

な形も考えられるだろうというようなこと、それから合同型を基本としたイメージで

すと、先ほどの３つの学校の連携のところに、指導者の連携もするんですけれども、

ここに地域指導者にも入っていただく。また、この連携の中で、やはり活動の中身に

よっては拠点校にしないで、集まって活動する。それから地域団体に出ていくという

ようなことが考えられるのではないかと構想しております。 

続いて、少し似たような図なんですけども、生徒の動きを白の矢印、指導者の動

きを青色で示したようなもので、学校間の連携というようなこともございますし、地

域のスポーツクラブであるとか、大学、高校、それからスポーツ・文化団体、企業と

の連携、指導者に来ていただくというような連携も、今後、模索をして、また検討し

てまいりたいと考えております。 

この地図は、少し視点を各競技や各活動にあてて、モデルを示したものでござい

ます。競技人口が多い、少ないによって拠点となる活動の数も異なるのではないかと

いうことで、少し拠点の数が多い左のようなモデルになるような競技もあるでしょう

し、真ん中のような形の競技もあるのではないかと構想しております。それから、一

番右はですね、活動場所の確保が難しい、吹奏楽部なんかを考えますと、やはり楽器

の問題、活動場所の問題ということがございますので、各学校がやはり場所の、拠点

となるようなことになるかなということで今、構想をしております。 

今後の動きについてなんですけれども、これから西宮市部活動地域移行推進協議

会というものを立ち上げて、具体の検討をしていこうと考えております。行政、それ

から学校関係、それからその他の各団体の代表に参加いただいて、御意見をいただき

ながら検討を進める予定でございます。事務局としては、この３課が務める形でござ

います。 

そのような推進協議会の中で、これまでも出てまいりました課題として運営の体
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制として運営事務局をどうするかというあたりとか、指導者の確保でありますとか、

それから２番で経費の問題、国の財源というところがまだ示されていなかったりしま

すけれども、今後、そういう予算の問題ですね、公的支援はどうなるのかということ

も国の動きも注目していかなければならないと思いますが、指導者の謝金のあり方や

保険、受益者負担の考え方についても整理が必要だと考えています。それから、制度

面として部活動には今、平日２時間、休日は３時間というガイドラインを設けてやっ

ているんですけれども、このあたりとの整合性をどうするかとか、学校施設使用のル

ールとか、拠点間の移動に自転車とか、また交通費が発生してくる、このあたりをど

うしていくか。それから、その他という意味では、保護者・地域の皆様への周知とい

うものも、これからまた考えていかねばならないということです。 

移行のスケジュールは、次の図にまとめております。現在、令和４年度で推進協

議会の立ち上げに向けた準備検討会を進めております。そして、令和５年度から令和

７年度の間で、推進協議会で協議を進めたいと考えておりますが、できるだけ令和５

年度の間で大きな骨子を固めていきながら、令和６年度、７年度、より具体的な動き

を考えていかねばならないというふうに考えております。この期間の中で、今、先ほ

どの実践研究のような取組も進めておりますけれども、地域によって可能な部活動、

また可能な学校から段階的な実施もしていけるかなというふうに考えております。本

市としては、令和８年度から地域移行の実現ということを考えております。 

本当に、まだまだ国、県の動きで見えていない部分もございますので、そのあた

りも注視しながら今後の検討について進めてまいりたいと考えております。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

〇石井市長  はい、ありがとうございました。それでは、教育委員の皆様からの御

意見をいただくんですけれども、その前に私が冒頭にも申しましたけども、総合教育

会議の中で教育委員会、教育委員さんに御意見いただきたいと言ったその趣旨はです

ね、西宮市教育委員会、結構頑張っていただいているというような感じもするんです
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けれども、一方でその協議会を設立して、課題の整理をするというんですけども、ち

ょっと私の中でよく分かっていないのがですね、結局この目的は何か、得たい果実は

何なのだろうかという、こういうところですよね。教師の超勤解消、働き方改革が一

番の果実なのか、いやそうではなくて、子供に多様な選択肢を与えるのか、それとも

子供にちゃんとした指導を受けさせて伸ばすのかと。もしくは、地域を活性化という

ことなのかとかですね。 

一方で、部活動と生徒指導、それから場合によっては内申点とか、こういうのは

部活動というのは何か、私たちの時代には何か裏表にあったような感じもするんです

が、全くこれを切り離す、何かこのスポーツ庁のやつを見ていると、スポーツは自発

的な参画を通してって書いてあるとですね、何かちょっとこれ、すごい全然違うもの

のように言っているようなふうもするんですが、いずれにいたしましても、このあた

りの目指すゴールと目指す果実ですよね、そういったところについて私自身の理解も

深めたいと思いますし、それぞれ御見解等披瀝いただければと思います。 

山本さんからお願いできますか。 

〇山本教育委員  それでは、先ほどの資料にもありました今回の改革の方向性は、

持続可能な部活動ということと、それから学校の働き方改革に関わっての教師の負担

軽減ということが主な方向性だというふうに解釈しましたので、それについて感じた

ことを話させていただきます。それから、最後に、部活動ってそもそも何なのかとい

うことについて、ちょっと危惧するところ等も話をさせていただきたいと思います。 

 最初に、持続可能な部活動をということで、実は先日、総合的なガイドラインとい

うのが出ました。これを見たんですが、運営団体、実施団体が主語になっている言葉

がものすごくたくさんあって、これを持続可能な活動にするためには、運営団体をい

かに充実させるか、それぞれの地域の運営団体をどう構築するかということがキーな

んだろうという感じがしました。運営団体も多分、様々な形が出てくるでしょうけれ

ども、例えばスポーツクラブ２１を考えたときに、これもその中の候補の１つなんで
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しょうが、現状でも高齢化の問題ですとか、引継ぎの問題ですとか、様々な課題があ

る中で、この運営団体をどう整理、充実させるかということが肝になるだろうという

気がしています。 

 それから、２つ目に学校の働き方改革に関わる教師の負担軽減なんですが、これ、

とりあえず現在は土日の地域移行ということなんですね。では、平日はどうするのか。

で、段階的ということですから、最終的には休日の形を平日にも持ってくるというこ

となんだろうと解釈しているんですが、そうするときに平日の教師の負担をいかに減

らせるのかということが非常にポイントだなという気がしています。土日でしたら頑

張って地域の指導者ですとか、来てくださる方もあるんでしょうが、平日になったと

きにそういう人が減ってくる可能性がある、現状でいきますと。そうすると、平日は

現在の学校の先生の指導体制ですとか、部活動指導員、現状の形とさして変わらなく

なってくる可能性がある。そうしたときに、負担軽減というのはそんなに働かないと

いう心配も出てくるなというふうに考えています。 

先ほど、連携校型の合同部活動ということで紹介がありましたが、これなんかも、

結構やっぱり負担もあるというような声も登場してきている中で、本当に教師の負担

軽減ということを考えるにはどうするのか、やっぱり様々な待遇改善だとかそういう

こともひっくるめて、ここは大きいのかなという気がしています。 

最後、先ほどの市長さんの部活動ってそもそも何なのかという話と若干関係する

という気がするんですが、先ほどあった提言の中にも楽しさとか喜びというようなこ

とが書いてあるんですけれども、地域に移行していったときに学校教育の一環として

という言葉がなくなってくるわけですね、きっと。そうすると、これまで学校教育と

いうことで一定の歯止めがされていた。それがなくなってくる。そうすると競争的な

原理が働きやすくなってくる。そうすると、そこをどうするかという問題があって、

ここに書いている楽しさとか喜びということと若干、違ってくるような、楽しい部活

動というようなこともあっていいんだろうという気がするんですが、その辺の整合性
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とかバランスをどうとるかということも、１つ、課題なのかなというふうに感じまし

た。 

以上です。 

〇石井市長  はい、ありがとうございました。長岡さん、お願いします。 

〇長岡教育委員  私もちょっとまとまりきっていないんですが、子供たちのスポー

ツを取り巻く環境をいろいろ考えてみると、まず１つは、今日本では単一種目型にな

っていて、子供たちはたいてい１つの種目、部活動がそういうことなので、１つの種

目しかやっていないという状況がある、数少ないスポーツ種目の経験しかしていない。

それから、多くが、全てではないと思うんですが、山本委員もおっしゃいましたけど

勝利至上主義になっていて、もっと目的は多志向でいいと思うんですけれども、そう

いったところに偏っているということが課題として上げられると思います。なので、

スポーツがそもそも苦手という子供がなかなかスポーツができないような環境にある

というのも問題だと思います。 

それから、スポーツがしたくても、指導者がいなくてできないという課題もある

と思います。 

それから、部活動ではそれがある程度解消されていると思うんですが、金銭面で

なかなかスポーツに接することができないという子供も一方ではいる。ただ、これに

ついては部活動があるおかげで、そういったことは多少解消されているのかなという

気はします。そういった子供を取り巻くスポーツの環境というのを考えてみると、地

域に移行したことで、これらが解消していくのかなというふうに思うと、ここでは

「持続可能」とあるけれども本当に部活動が持続可能していって、これらが解決する

のかなという気はしています。子供たちが多種目に接することができるような仕組み

を考えていかないと多種目ということは達成できないし、それから多志向ということ

ももっと広い視野で「部活動」という言葉のイメージだけかもしれないですけれども、

その辺りも気になります。 
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 それから、持続可能でもいいんですけれども、例えば学齢期が終わった後に日本の

場合スポーツ機会が途絶えてしまうので「生涯スポーツ」という観点から考えると、

やっぱり学齢期を終えても社会人になってもスポーツにきちっと接していられる。あ

るいは、学齢期の前もっと幼児期からもスポーツや体を動かす機会に接することがで

きるというふうに考えると「部活動」というここは狭いというか、もう少し視野を広

げて考えてもいいのかなと、そういうとき来ているのではないかなというような気が

します。 

 それから、さっきの御報告の中で課題の中に指導者が変わって指導方針が異なるの

で心配だとか、やり方が違うのでやりにくいというようなことがあったんですけれど

も、これはやっぱり指導者の養成の問題があると思っていて、誰がどこでスポーツを

しても一定のレベルできちっと指導を受けることができるという体制をきちっと整え

ることが必要だと思います。ただ、教え方とかやり方が違うというのは、これはまた

個性があっていいと思うんですけれども、必要な発育・発達の時期に最低限このこと

を教えなくてはいけない。あるいは、この時期は教えなくてよいというようなことも

あると思うので、そういった指導者養成の場も充実させていく必要があるというの

と、それから、もう一度、平日２時間、休日３時間の運動時間というふうに制限され

ているというので、ここはとてもいいことだと思うんですが、今やトップ選手も週の

うち２日は休養日を取るというようなことが当たり前というか、そういうようなスポ

ーツ科学ではそんな考え方もあるので、もう少しゆったりとスポーツも文化も勉強も

バランスよく、特に学齢期に関してはできるようなそういったシステムになっていく

といいなというふうに思います。具体例がなくてすみません。 

〇石井市長  ありがとうございました。 

 続いて、側垣さんお願いできますか。 

〇側垣教育委員  私も、この件については全くまとまりがないというか、今も皆さ

んのお話を伺って感想になるんですけれども、そもそも私自身この言葉、文科省が言



－15－ 

い出して実現できるのかどうかということが、まずすごく疑問に思っています。今の

状況の中で、どこに最終的な目標をもっていくのかということで、最初に市長がおっ

しゃいましたけれども、コミュニティの形成なのか、それとも教師の働き方改革なの

か、あるいは子供たちの豊かな経験を増やしていくのかというとこら辺が最終的には

何がしたいんだと、やはり教育という側面から考えるとやっぱり一番大切なのが子供

としての豊かな体験が、どれだけ子供たちの成長・発達に貢献するのかということだ

と思うので、やはり一番大切なのは子供視点で、この制度考えていくということにな

るのではないかなというふうに思います。ですから、子供の成長・発達を促進するた

めに促すために、一番良いことがどういうことなのかということで考えていかないと

制度を先にやりきるということではないというふうに思いますし。今、山本委員と長

岡委員のお話を伺っていて思ったのは、やはり長岡委員がおっしゃったように今のス

ポーツというか部活動というのは勝つこと、もちろん負けることを経験することが競

争原理の中にあるんですけれども、そこが最終的な目標になっていって様々な体験を

得るということから言うと、１つのスポーツをやるのではなしに、やっぱりアメリカ

型の多様なスポーツを学齢期に経験していくという、そういうシステムをまず考えて

いく必要があるのではないかなと、それを支える人たちが地域の中にいるという活動

ですね。以前、私、ヨーロッパ、デンマーク行ったときに夕方５時になると町に人が

いなくなるんです。皆、どこに行ったのと言ったら仕事が終わったらすぐにスポーツ

クラブに行くんだと地域の。大人も子供も、そして７時ぐらいに帰って来て、家庭で

夕食を取ってそれから町に出て行くんだと、だから５時過ぎには町の人がいないんだ

ということも聞きました。やっぱり、そういう場があるから、それぞれの人生を楽し

みながら生涯生活していけるんだなと、そういうことを支えるコミュニティというも

のが必要なのではないかなという漠然としたことなんですけども、最終的には子供に

とって一番いいことは何かということを視点に考えなきゃいけないとそういうふうに

思っています。具体的なことがありませんけれども、そういうことが最終的な目標に
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なればいいのかなというふうに思います。 

 以上です。 

〇石井市長  ありがとうございました。 

 それぞれ、お三方から現状に関しての御見解を指摘いただいたんですけれども、教

育委員会漁教育次長にお願いしてもいいでしょうかね。それではこの目的は何という

ことで、今、こういうふうに、組んでいただいているという理解でしょうか。 

〇漁教育次長  今、市長がおっしゃられましたように、これまでの部活動に対する

意義ですか、そういった部分についてはここの提言の概要に書かれてある部分が主に

これまで言ってこられたことになります。 

 先ほど、生徒指導のお話も出ましたけれども、やはり部活動を通して生徒指導的な

役割、そして人間形成の一端を担っているというようなところを重視した取組とし

て、部活動をやってきたという経緯はこれまでございます。その成果についても、一

定の国としては、その成果を認めつつ現時点では学習指導要領の中に載っているとい

うような状況になっています。そういった中で、部活動をこれから地域に移行してい

くという中での先ほど委員の皆様方から出ました課題、そういったものをいかにクリ

アしていくかというところが、これから大事な部分になるのかなというふうに思って

います。 

 あくまでも先ほどこちらのほうから御提示させていただきました概要については、

あくまでもまだまだ構想段階ですので、これから本当にどういった仕組みを作ってい

くのかというところが肝になるのかなと思っています。特に運営団体の問題です。こ

の辺りが、やはり大きなポイントになるのかなというふうに思っています。その運営

団体の中心がどこになるのか、どういった方々が担っていただけるのかというような

ところが、一つ大きなポイントになるのかなというふうに思っています。 

 それと、現実的なお話なんですけれども、部活動ですね、今、全国大会とか近畿大

会とか市内の大会もございます。そういった大会では、ほとんど運営は教員が担って
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いるという現実があります。それをいかに、今度は地域へ移行していくのかというと

ころが、また一つのポイントになっていく部分でもございます。ですから教員の働き

方改革という部分を国は言うんですけれども、具体のところで言うと本当にそれにつ

ながっていくのかなと言うところについては、やはりしっかりと精査をしていかない

となかなかつながりにくい部分があるのかなというふうに思っています。ただ、教員

の中にも部活動を一生懸命指導して、教育的な意義を見出していただいている方もた

くさんいらっしゃいますので、それはそれで残せるところは残していきながら、学校

教育としてうまくバランスが取れたらなというふうには思っています。 

 以上です。 

〇石井市長  議論を深めるために、北田副市長いろいろ書いていただいていますか

ら。 

〇北田副市長  大変、個人的な見解になるかもしれないんですけど、部活動、特に

中学校の部活動なんて非常に日本的と言いますか、あまり諸外国で例を見ない活動で

はないかと私自身は思っているんですね。先ほど、側垣委員からも発言がありました

けど、私は何かの本で読んだことがあるんですけど、フランスなんかでは部活動なん

てのはせずに学校、授業が終わったらみな子供は家に帰ってしまうので、一定の経済

的な環境が守られた家庭は地域のクラブとかに行って、お金を払ってスポーツであっ

たり音楽であったりを楽しむ、そういう社会だというふうに聞いたことあるんですけ

ど、となると一方で部活動に対する、一つの価値みたいなものは日本的に言うと経済

的な環境に左右されずに文化・スポーツに親しめる環境をある意味、整えてあげる。

それも一つの要素ではないかなと思うんです。そうすると最後、行きつくとこはどこ

なんかというので、私、非常に「地域移行」ということの、このフレーズに物すごく

違和感がありまして、最終ゴールが全部「地域移行」になるんだったら、それは「部

活動」と呼ばないのではないかと、それそのものはというふうな私の個人的な見解を

持っています。 
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 もう一つ、これを進めていく上で非常に大事にしないかんなと思っているのは、テ

クニカルには先ほど事務局から説明していただいたようないろんなパターンがあると

思うんですけど、すごく部活動には教員の方々の状況もそれから生徒側の意識もそれ

から保護者の意識も、ものすごく今、多様化していると思っているんですね。昔は、

部活動しか逆に文化とかスポーツに親しめる環境がなかったので、必ず部活動に入っ

て仲間づくりをするみたいなのが一定、国民的なというか合意があったと思うんです

けど、今やトップアスリートを目指す子供たちは最初から部活動をせずに、サッカー

等で言うとユースチーム入ってクラブ活動をせずに、例えば、Ｊリーグのユースに入

っているみたいな子供たちはたくさんいる。前から、水泳なんかもそういう地域の活

動というよりは、クラブに行ってそういうところで活動されている。親も、それをサ

ポートする、そういうような多様性がたくさんあるので、何も必ず「地域移行」が一

律一様に進めることが本当にいいのかどうかよく分からないと。 

 もう一つは、先ほど漁教育次長が言われたみたいに、学校の先生方ももしかしたら

子供たちに一緒懸命教えて大会で優勝して頑張ってという、そういうことに生きがい

を持たれている先生方も結構いらっしゃるのではないかと、それは先般、吹奏楽連盟

の５０周年の記念の式典があったんですけれども、もっぱら５２団体ある今、吹奏楽

連盟の中のほとんどが小中高の部活動のクラブで、先生方も一生懸命教えてらっしゃ

る。ということは「地域移行」が最終ゴールじゃない、かつ一律一様にやるべきじゃ

ないのが、一つの大きな考え方としてあるのではないかなと思いますんで、今回、部

活動地域移行推進協議会をお作りになるということで、それは結構なことだと思って

いまして、ぜひ進めていただきたいと思うんですけれども、最終ゴールを必ず、かち

っと一律に揃えるみたいなことは、あまり実際的ではないのではなかろうかというの

が私の考えです。 

 もう一点、注意しないといけないのは先ほど、経済的な環境に左右されずにスポー

ツ・文化に親しめる環境を整えるといったことと裏腹なんですけど、「地域移行」を
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推し進めるあまりに自治体の財政負担が、すごく増えてしまうと困るなというのを一

方では危惧をしているところなので、そういうところも念頭に置いていただいてこれ

から議論を進めていただいたら非常に助かりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 

〇石井市長  田村副市長と政策局長と。 

〇田村副市長  私の子供が中学校の教師で部活動の顧問をしていまして、確かに土

日とか休日は大会があってというのをよく言っているんですね。やっぱりそうなのか

と思っていて、これを見させていただいたんですけど、先ほど漁教育次長が指摘され

たように指導だけが地域に下りても、やっぱり大会をどうするのかというトータルの

解決がなければならないというふうに、国のスポーツ庁内の提言書にもそこら辺のこ

とは書かれていて、やっぱりトータルでの解決が必要なんだろうなと思います。  

 それと、もう一つが確かに教師の負担軽減はあるんですけれども、一方で生徒の負

担がこれで増えていくようでは本末転倒ではないかと思います。生徒の側に立ってい

ろいろ検討していっていただければと思っています。  

 以上です。  

〇清水政策局長  ちょっと古臭い考え方なのかも分かりませんけど、地域移行とい

うことからずれるかも分かりませんけども、自分自身で振り返ってみたら、部活動と

いうのは社会性ということを教わった、本格で教わった一番初めての場かなというよ

うな印象が正直あります。やはり集団に属して、一つの目標に向かって頑張るという

機会というのは、自分の記憶の中で初めてそういう機会が与えられた場かなというよ

うな感じはするので、少し日本的なやり方がどうなのかというのはありますけども、

やはりそういうことで集団の中に属してやってみたいなと思う子供が、そういうチャ

ンスがちゃんと与えられること。一つの目標に向かって頑張ろうとすると、やっぱり

ちゃんとした指導者がいないとなかなかちゃんと頑張れないところもありますから、
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そういう指導者がいる状況で、そういうチャンスが与えられることというのは、今

後、社会性を備えた大人に育っていくためには必要な機会なのかなというふうには思

いますので、それが今まできっと学校の部活動というのが、一番誰にとっても身近な

場だったと思うんですけども、そこにこだわる必要はないんだろうけども、大人にな

るまでの過程では本人が望むのであれば、そういうチャンスが与えられた環境という

のを確保してあげることは大事なことなのかなというふうに感じています。  

 以上です。  

〇石井市長  せっかく産業文化局長と藤井教育次長もいらっしゃいますから、産業

文化局長には地域移行推進協議会の中で、今、地域団体それから文化団体、体育協会

の皆様方に、どのようなお話を今後していただこうとしているか、どんな受止めをさ

れていただこうとしているか、さっき、今、大会のマネージメントとかも教員に委ね

られていて、それが大変だ、みたいな話がありましたけれども、費用負担の問題等も

あるかもしれませんが、一方でマネージメントみたいなところとか地域の受け皿のと

ころで、その地域が受け止められるのであろうかというようなことですよね。  

 それから、藤井教育次長もまだ今から詰めていただくことですけれども、一方でな

かなか施設とかが限られていますから、学校施設を学校の部活動というような形でな

い形、今、スポーツクラブ２１がやっていますけれども、それが使用するにあたって

今後、留意・検討していかなければいけないようなところなどについて、今、何か頭

の体操していただいているような部分があれば、お話いただければと思います。  

〇長谷川産業文化局長  お話をお聞きしていて非常にまず懸念したところがありま

したのは、国がガイドラインで「運営団体は」という言葉を山本委員から言われたと

思うんですけれども、非常に団体側からすれば、そのことを非常に不安に思っている

というのが現状だと思います。そういうふうに言われること自体がという意味で、で

すけど。産業文化局ではスポーツ推進課で、スポーツクラブ２１でありますとか、あ

と市内企業さんとか、あと文化振興では、先ほど副市長から御説明ありましたけど
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も、吹奏楽団でありますとか各種芸術団体と関係がございますけれども、モデルとし

ていろいろな４つほどの連携の形が出てきましたけども連携をする上で、まずどの団

体にお願いするのがいいのかっていうことについては学校側で詰めていただかない

と、どうにもこうにもならないんじゃないかなというふうに個人的には思っておると

いうことと、あと関係する団体が各学校によって多分変わってくるんだろうなとい

う、そこのところの整理というのをどのように進めていかれるのかなと、それがなけ

れば運営主体にいくら期待をされても多分どうにもこうにもならないんじゃないか

な、側垣委員から実効性が疑問だという御意見もございましたが、まさにそういうこ

とを感じながらお話を伺わせていただきました。  

 各学校で状況が違うように、各スポーツ団体であるとか芸術団体も状況が全て個々

に違いますので、いわゆる一様に同じ話の持っていき方をすればうまくいくというも

のでもないと思いますので、地域の団体としてはそのようなことを思っておるという

ことと、あと民間企業さんも、このことについて御興味は持たれています。ただ、そ

のときにおっしゃられるのはやはり経済的なことですね。今の部活動というのが先生

方の熱意と善意で成り立ってきた中で、今こういう問題も起こっているんじゃないか

なというふうに個人的には思っているんですけども、それを例えば地域であるとか、

各企業さんに同じ理論で話をもっていっても多分、成立しない話なんじゃないかなと

いうようにも思いますので意見を言わせていただきました。  

 以上です。  

〇藤井教育次長  私は、バスケットをクラブでずっとやってきていまして、先ほ

ど、お話の中で部活動と生徒指導というお話があったんですけども、学生のとき「お

前は何しに学校に来てるねん。」と言われて、「クラブ活動に来ています。」と言っ

て頑張ってきたところがあって、就職につながったのもずっとバスケットをやってい

て頑張ってきたところがあったからかなというふうにも思っているので「地域移行」

になったときに、そこの評価というのがどうなるのかなというところは、お話を伺っ
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ていて心配になったところでもあります。  

 それで、先ほど市長が言われた学校施設使用のルールというところですけども、総

合的なガイドラインの案が出ておりまして、その中で、「営利を目的とした学校施設

の利用を、一律に認めない規則の制定や運用を行っている都道府県及び市町村におい

ては、地域クラブ活動を行おうとする民間事業者等が学校施設の利用が可能となるよ

う改善を行う」というような文言がありまして、西宮市の場合は営利を目的としたも

のについては、学校の使用は許可をしていないというところであります。ですけど

も、ここで示されている目指す姿のところで、「少子化の中でも将来にわたり、我が

国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保」という面からい

くと、そこのルール改正が必要なのかなというふうに感じております。具体的に、ど

うしていくかというところはまた今後の話になりますけども、そこを改善して子供た

ちが継続して部活動が行えるような取組を行っていきたいというふうに思っておりま

す。  

 以上です。  

〇石井市長  ありがとうございました。  

 今日、ここまで議論してみて雲をつかむような話だなと思ったんですけど、より雲

をつかむような話だなというふうに思ったりするんですけど、教育長、そういう意味

では今の藤井教育次長のバスケをやっていたから就職につながったとか、要するに昔

は人間形成とそういうようなことがあったんだけれども、今後、部活動というものが

人間形成ないし評価とかそういうようなことにつながっていたことは、今後はどうい

うふうな考え方を基に対応していくものなんでしょうかね。  

〇重松教育長  部活動の歴史というのがありまして、昭和２２年に新しい学習指導

要領ができたときに、部活動は「選択で自由研究」に位置づけられたみたいです。そ

れが昭和２６年に、「特別活動の領域で部活動としてやりなさい」ということで、次

の改定の昭和３３年、３５年の改定も同様でした。ところが昭和４４年になって、体
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育は学校でやるんで、それ以外の部活動はクラブ活動として、必修になります。絶対

これはやらなきゃ、ただ単位を取らなきゃいけないという、小学校、中学校、別に単

位は必要がないんですけども、それまでの位置づけと変わって当然、クラブ活動とし

てやらなければいけなくなりました。それが昭和５２年、５３年になって「部活動に

ついて」と言う言葉が再び出てきますけども、あくまでもクラブ活動で絶対やらなけ

ればなりませんが、部活動をやったことによってクラブ活動の代替えになりますよと

いう形が指導要領に示されます。ということは逆に言えば、「部活動」と「クラブ活

動」ちょっと若干意味が違うのかなというようなことも思っていますけど、要するに

そういうことをやらなきゃいけないという位置になっています。それが平成１０年、

１１年になるとクラブ活動は廃止となって、部活動だけが条件付きで、しかも学習指

導要領の位置づけで、総則の部分に出てくるという形なります。それが平成２０年、

２１年では、明らかに総則の中で「一部でやってください」という形になります。そ

して今回の改定でも、完全に部活動が外へ出ていまして、教育課程の外で要するに

「教育課程との関連が図られるよう留意すること」という形になっています。だから

必須でもなく１００％部活動に加入しなくてもいいという形になっています。  

 今回、説明があったときに言われたのは、部活動とかクラブ活動の主体を学校中心

から教育委員会がやるのか、それとも市長部局でやるのか、それは、それぞれの地域

の実態に応じてやってもらったらよいというふうな最初の話でした。ところが、段々

に煮詰まっていくうちに、やはり地域等の関連をしっかりやってほしい。ただ、主体

としては教育委員会でもいいし市長部局でもいいけども、そういう組織を作ってそこ

の中でやってほしいというのが、一応、意向でした。ただ、詳しいことがまだ大まか

しか分からないので、あれですけども、ただ、２０２４年から学習指導要領の改定へ

向けての検討がありますので、そこでは完全に部活動についての記述がなくなる可能

性があります。ですから教育課程の中にはないんで、あくまでも外のものという形に

なるので、そこまでには何とか組織を作ってやってほしいというのが、一応、今の文
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部科学省の見解です。ですから、これから検討委員会を持ってもらって、市長部局と

教育委員会といろいろと協議しながらやっていかないといけないんじゃないかなと思

います。それから、先ほどあったように、部活動も西宮市の部活動自体もたくさん子

供がいるところと、いや本当に何人しかいないところもあるし、そこら辺のところに

よって、また組織の在り方も違うし、それから体育協会を見ていても、例えば、剣道

とか柔道と、それから陸上競技とかでまたやり方も全然違います。陸上競技なんかは

結構、学校が関わっていますけど、剣道とか柔道はほとんど体育協会でやってもらっ

ています。ただ、学校のほうでも部活動として柔道をやっていますけど剣道はそれほ

ど盛んではない。それから文化部のほうは、吹奏楽は全ての中学校にあります。全部

で千何人、部員もいますが、ただし男子と女子を比べると圧倒的に女子が多いので、

１対４ぐらいの割合になっています。それをどうするかというのと、それともう一

つ、文化部は美術部が２０校中１８校の学校にあるので、ほとんどの学校にありま

す。あとの文化部はほとんど１つか２つ、多くても５つぐらいしかないので、結局、

それをどうするかという問題もあります。ですからこれから国の方向に合わせて検討

していかなきゃいけないと思いますけども、あくまでも学校の外へはどうも出されそ

うです。今回東京オリンピックが始まる前の時に、これから部活動を地域に移行して

いかないといけないということが国から説明があり、都市教育長が集まったところ

で、そういう説明があったわけです。そのときは、早かったら東京オリンピックが終

わった後ぐらいから検討して、１０年位かかるかなと言っていたんですけども、はっ

きりと３年というふうに出てきました。そのことを受け、今後、検討していかなきゃ

いけないんじゃないかなというようなことを思っています。  

 以上です。  

〇石井市長  今まで部活動が担ってきた、この意義の中で責任感・連帯感を寛容・

自主性の育成にも寄与というような、そうした人間形成の部分はそういう意味では今

後の地域移行をされたクラブ活動に担うことを期待されるわけですか。  
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〇重松教育長  学校のほうには、要するに体験活動をやってほしいということです

からいろんな体験を、兵庫県の場合ですとトライやるウイークだとか、自然学校とか

やっていますけど、そういう体験をとおして学んだことを実際、学校生活や社会の中

で活用してほしい。だから西宮の場合もいろんな学力調査なんかで出てくるのは、要

するに知識とかは非常にあるんですけども、それを実際の社会の場でどう使うかとい

うことに関しては全国から比べると若干低いかなという感じがあります。知識を活用

する意味では、体験活動を行うことでその活用を図ることになってきているというふ

うに思います。  

〇石井市長  分かりました。雲をつかむようなところだったんですけど、若干、一

つ分かったことは今後、地域のスポーツ団体とかに期待をすると、しかし地域のスポ

ーツ団体も期待をいきなりされてもどうかというようなところですけど、そういう中

で、今回ここで協議会というのを立ち上げていただくということになりますので、ぜ

ひ、誰にとっても竹で割ったような回答が分かるような話じゃないことですので、と

はいえ子供の選択肢が増えることであるとか、部活動がちゃんとした指導者に教えら

れるとか、それとか、あとスポーツできればそのまま子供にすぐ向き合っていいわけ

ではないですから、そういうふうになったら、そうした指導を何らかの全市的な組織

で指導者に対して長岡さんがおっしゃった、指導者に対しての要請というようなそん

なようなことも全市的に教育委員会とやっていくというようなことになり、そして北

田副市長がおっしゃったけど、一律に全部まとめてきれいに、ばんといくというより

かは結果として凹凸が出ることになったとしても、それはもう実状としてやむを得な

いけれども、それが一方で、この地域ではこんな形で行われている、この地域ではこ

こ、こんな形で行われているというようなことがしっかりと情報公開をされながら、

そしていいところはグッドスタディとして学び合っていくことで、雲を形あるものに

しながらつかんで前に行く以外にないような感じでしょうかね。  

 今、まとめのような形になりましたけども、協議会が仮称ということですけども、
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今、協議会の準備段階なんでしょうか、協議会というのは今どんな段階なのか、これ

ちょっと教えてもらえますか。  

〇事務局  学校教育課とスポーツ推進課と文化振興課で、ちょうど枠組みをどうい

う方々に入ってもらったらよいかということも確認しながら、組織の案をつくったと

いうところでございます。ですので、これからこの方々にお声かけをしていくという

動きになっていきますけども、ようやく組織の中身を固めたというところでございま

す。  

〇石井市長  分かりました。ですから、そういう意味では協議会というのを組成す

るということだけでも、まず意味があることだと思いますので、そして、これは持っ

ていき方によったら、漂流する船のようになってしまう可能性もあるし、地域としっ

かりと結びついて、いい形で子供たちの選択肢が広がっていくというようなことにも

なりますので、ここはしっかり心合わせしながら、ちょっとずつでも前に進んで行く

しかないかなと思います。  

 何か、追加で言い足りないとか御意見とかどうですか。教育委員さんとか大丈夫で

すか。いいですか。  

 どうぞ山本さん。  

〇山本教育委員  協議会の組織のことなんですけども、話の中で先生方の声はどう

なんだということが出ていたんですが、そこに中学校校長会ということで多分、その

辺のことが。  

〇事務局  教諭も。  

〇山本教育委員  教諭もありますか。  

〇事務局  教諭も最後に。  

〇山本教育委員  それで結構です。  

〇石井市長  どうぞ、側垣さん。  

〇側垣教育委員  また漠然とした話で恐縮なんですけど、さっき何を目的とするん
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だということからいうと、今のお話からすると、やはり一律一様にやる必要はないん

じゃないかという御意見も出ていましたので、そういうことから言うと地域の特色あ

るコミュニティづくりの一つの方法として、中学校の部活動をどう支えていくのかと

いう、この地域ではこういうふうにしようよというコンセンサスが取れれば、市内の

各地で例えばここは吹奏楽部を盛り立てていく地域だとか、そういう形でいろんな

様々な人たちを募集していくという。  

 それと、もう一つはコミュニティスクールの課題がありますけれども、地域で学校

をどう支えていくのか学校と地域がどのように呈していくのかというとこら辺に、何

となく結びつけていったらいいんじゃないかなというふうな漠然としたイメージです

けど、そういうものを持ちました。  

〇長岡教育委員  今の側垣委員の御意見の中にもありましたけど、何となく地域性

のようなものもあるような気がして、例えば、武庫川女子大学カヌー部が強いです

が、ああいう武庫川の地域には、そういった活動場所もありますし、例えば、大学で

いうと関学さんなんかはやっぱり陸上、武庫川も強いですが、一生懸命やっています

が関学さんなんかも陸上強いですし、そういった地域の特色というのが出てきてもい

いのかなと、種目の特色というのが出てきてもいいし、やり方の特色が出てきてもい

いと思います。  

 それから、側垣委員がデンマークのお話をされましたけど、ドイツもそういうやり

方で、スポーツクラブというのは恐らく皆さんがイメージしている、最新のスポーツ

マシーンが置いてあって、ああいう走ったり、筋トレをするという、それをイメージ

されると思いますが全くそういうものではないです。大体、会費も１０ユーロぐらい

から、４０ユーロぐらいというふうに聞いています。種目によっていろいろで、例え

ばドイツはサッカーは比較的安いというふうに聞いていて、例えば、道具を使う野球

とかそういうものは高いんですけれども、多くの人がスポーツフェアラインという法

人格なんですけども、そういうところに入っていて、デンマークは分からないですけ
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ど、１００年ぐらいの歴史がありますので、そういうものを日本がそういうものをつ

くろうとはしていないと思うんですが、３年間でシステムを作って、すぐにやろうと

いうのはなかなか難しくて、根づいていないので、それこそスポーツは学校のあと、

そのまま、その場所でお金もかけず同じ先生が教えてくれるものというふうに、ずっ

と根づいていますから、それの意識を変えていくというのはそうは簡単にいかないな

という気はしています。  

 それから北田副市長がおっしゃったように、地域に下りた時点で部活動なのとい

う、名前自体が既に部活動じゃないんじゃないのという、そういう感想が私も同様に

思っています。  

 以上です。  

〇石井市長  ありがとうございました。  

 以上、大体お話、出尽くしたと思いますので、先ほども申しましたけども協議会を

とにかく組成するということで、私からこれは依頼をいたしますけれども、これ教育

委員会の中とか関係者だけのことではありませんので、恐らくこれから先は全市的な

ことで、生涯スポーツというような文脈になってくると、予期せぬ歓迎する地域人材

とかも出てくるかもしれませんから、こうした考え方、情報を常にホームページなど

で市民の皆さんが見られるような形で「協議会」というものこれの動きを示していき

ましょう。  

 それから合わせて今日は、目的が何でゴールが何という竹を割ったようなところま

でいきませんが、ただ大きな目的、「持続可能性」であるとか「働き方」であると

か、「子供の選択肢」であるとか、こういうことを常に意識をしながら、そして単に

「地域移行」が目的じゃないですから、地域が活性化するとかそういうような目的も

そうでしょうし、そういうようなことの目的を意識しながら、協議会を一つ一つ進め

ていっていただいて、そして各関係者を巻き込みながら、せっかくこういう流れにな

っているので、良いものを作っていってもらえればなと思います。  
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 そして、その段階で働き方、働き方となるとリアルに中学校教員が、どれだけ働き

方が大変かというような数字の統計もあるでしょうから、そういうのは全部一緒に平

場に示しながら、そして、その上で、いろいろなことをさらしながら、皆さんといい

ものを作っていければと思いますので、これ今日で終わりというわけではありません

けど引き続き、この先もよろしくお願いいたします。  

 それでは、本日の議題につきましては、まとめましたのでここで繰り返すことはい

たしませんので以上といたします。  

 それでは、本日、予定していた議事は終わりました。  

 最後に教育長から一言、御挨拶をお願いいたします。  

〇重松教育長  部活動地域移行につきまして、こういう話ができたこと本当によか

ったというふうに思っています。これから先は、国の動向それから県との連携という

形で、それぞれの状況がどうなっているかということも参考にしながら、検討委員会

を立ち上げて、やっていきたいというふうに思っていますのでよろしくお願いしたい

と思います。  

 私たちも、教育委員会だけじゃなくて市全体でやっていくということが非常に大切

だと思っていますのでよろしくお願いします。  

 以上です。  

〇石井市長  以上で、今日の総合教育会議を終わらせていただきます。  

 ありがとうございました。  

閉会 午後３時２０分 


